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概要（データの内容や作成

方法） 

東京都内の消防署・警察署・交番他におけるAED設置場所（建物名称、住所、

緯度・軽度） 
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データの形式 xlsx 

 

 

データのサイズ ① 122KB 

 

利用上の注意（メタデータの

利用など） 

 

 

関連報告書・論文等 計画行政学会研究論文を準備中 

 

 

備考 現在、AED 位置情報の普及活動を担当している厚生労働省及び東京消防庁

救急部と、AED 位置情報のデータベース化に向けた協議を続けており、追加

的に、AED 関連情報を入手でき次第、東京都 AED 情報データベースのコンテ

ンツを更新することとしている。 

 

 

  




